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長門市議会委員会条例の一部を改正する条例 

長門市議会委員会条例（平成 17 年長門市条例第 218 号）の一部を次のように改正する。 

改正後 現行 

目次 目次 

第 1 章 総則(第 1 条－第 19 条) 第 1 章 総則(第 1 条－第 19 条) 

第 2 章 審査(第 20 条－第 41 条) 第 2 章 審査(第 20 条－第 41 条) 

第 3 章 発言(第 42 条－第 50 条) 第 3 章 発言(第 42 条－第 50 条) 

第 4 章 表決(第 51 条－第 55 条) 第 4 章 表決(第 51 条－第 55 条) 

第 5 章 秘密会(第 56 条・第 57 条) 第 5 章 秘密会(第 56 条・第 57 条) 

第 6 章 公聴会(第 58 条－第 63 条) 第 6 章 公聴会(第 58 条－第 63 条) 

第 7 章 参考人(第 64 条) 第 7 章 参考人(第 64 条) 

第 8 章 委員会の記録(第 65 条－第 67

条) 

第 8 章 委員会の記録(第 65 条－第 67

条) 

第 9 章 規律(第 68 条－第 70 条) 第 9 章 規律(第 68 条－第 70 条) 

第 10 章 補則(第 71 条・第 72 条) 第 10 章 補則(第 71 条・第 72 条) 

附則 附則 

 

本則 

 

本則 

第 2 章 審査 第 2 章 審査 

(動議の撤回) 

第 27 条 提出委員が会議の議題となった動

議を撤回するときは、委員会の許可を得

なければならない。ただし、会議の議題

となる前において、委員長の許可を得た

場合は、この限りではない。 

(動議の撤回) 

第 27 条 提出委員が会議の議題となった動

議を撤回するときは、委員会の許可を得

なければならない。ただし、会議の議題

となる前において、委員長の許可を得た

場合は、この限りではない。 

第 3 章 発言 第 3 章 発言 

(委員外議員の発言) (委員外議員の発言) 



第 45 条 委員会は、審査又は調査中の事件

について、必要があるときは、委員でな

い議員（以下この条において「委員外議

員」という。）に対し、その出席を求め

て説明又は意見を聴くことができる。 

第 45 条 委員会は、審査又は調査中の事件

について、必要があるときは、委員でな

い議員（以下この条において「委員外議

員」という。）に対し、その出席を求め

て説明又は意見を聴くことができる。 

2 委員会は、委員外議員から発言の申出が

あったときは、その許否を決定する。 

2 委員会は、委員でない議員から発言の申

出があったときは、その許否を決定す

る。 

第 6 章 公聴会 第 6 章 公聴会 

(意見を述べる者の申出) 

第 59 条 (略) 

(意見を述べる者の申出) 

第 59 条 (略) 

2 前項の規定にかかわらず、同項の規定に

よる申出は、委員長が定めるところによ

り、委員長が定める電子情報処理組織

（委員会又は委員長の使用に係る電子計

算機（入出力装置を含む。以下この項に

おいて同じ。）と申出を行う者の使用に

係る電子計算機とを電気通信回線で接続

した電子情報処理組織をいう。第 63 条に

おいて同じ。）を使用する方法により行

うことができる。 

(新設) 

(公述人の決定) 

第 60 条 (略) 

(公述人の決定) 

第 60 条 (略) 

2 事前に申し出た者の中に、その案件に対

して、賛成者及び反対者があるときは、

一方に偏らないように公述人を選ばなけ

ればならない。 

2 事前に申し出た者の中に、その案件に対

して、賛成者及び反対者があるときは、

一方にかたよらないように公述人を選ば

なければならない。 

(代理人又は文書等による意見の陳述) 

第 63 条 公述人は、代理人に意見を述べさ

せ、又は文書若しくは電子情報処理組織

を使用する方法により意見を提示するこ

とができない。ただし、委員会が特に許

可した場合は、この限りでない。 

(代理人又は文書による意見の陳述) 

第 63 条 公述人は、代理人に意見を述べさ

せ、又は文書で意見を提示することがで

きない。ただし、委員会が特に許可した

場合は、この限りでない。 

第 8 章 委員会の記録 第 8 章 委員会の記録 

(委員会の記録) 

第 65 条 (略) 

(委員会の記録) 

第 65 条 (略) 

2 (略) 2 (略) 

3 第 1 項の規定にかかわらず、同項の規定

による記録の作成は、議長が定めるとこ

ろにより、当該記録に係る電磁的記録

（電子的方式、磁気的方式その他人の知

覚によっては認識することができない方

式で作られる記録であって、電子計算機

による情報処理の用に供されるものをい

う。）により行うことができる。この場

合において、同項の規定による署名につ

いては、同項の規定にかかわらず、氏名

又は名称を明らかにする措置であって議

長が定めるものをもって代えることがで

きる。 

(新設) 



第 9 章 規律 第 9 章 規律 

(携帯品) 

第 68 条 委員会室に入る者は、会議の妨げ

になるものを携帯してはならない。ただ

し、病気その他の理由により会議への出

席に必要と認められる物であって委員長

にあらかじめ届け出たものについては、

この限りでない。 

(携帯品) 

第 68 条 委員会室に入る者は、会議の妨げ

になるものを携帯してはならない。ただ

し、病気その他の理由により委員長の許

可を得たときは、この限りでない。 

(資料等の配付許可) 

第 70 条 委員会室において、資料等を配付

するときは、委員長の許可を得なければ

ならない。 

(資料等印刷物の配付の許可) 

第 70 条 委員会室において、資料、文書等

の印刷物を配付するときは、委員長の許

可を得なければならない。 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 


